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註
の
番
披
の
う
ち
上
と
あ
る
の
は
本
誌
前
披
所
設
の
却
の
註
番
披
を
さ
す
。

人
名
・
地
名
等
で
註
を
つ
け
-
な
か
っ
た
も
の
に
、
周
知
で
あ
る
た
め
の
も
の

と
、
附
註
ナ
べ
く
し
て
編
者
の
調
べ
得
な
か
っ
た
も
の
と
の
二
通
り
が
あ
る
。

後
者
の
う
ち
、
手
聞
を
か
け
れ
ば
分
る
は
デ
の
地
名
等
は
さ
て
が
き
、
編
者

に
と
っ
て
調
べ
の
困
難
な
人
名
に
つ
い
て
は
大
方
の
御
数
示
を
仰
ぐ
ほ
か
な

い
の
で
、
特
に
教
え
て
頂
き
た
い
人
名
若
干
を
選
ぴ
一
括
し
て
本
続
の
註
の

末
尾
に
並
べ
て
b
い
た
。
人
名
に
限
ら
歩
、
す
べ
て
編
者
の
調
べ
が
行
き
届

か
な
か
っ
た
鰍
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
口
畑
内
藤

戊
申
あ
て
に
御
教
示
を
賜
わ
る
よ
う
御
願
申
上
げ
る
。
(
編
者
)

〔
奉
天
〕

〔
明
治
三
八
年
七
月
〕
廿
九
日
朝
六
時
、
奉
天
騨
に
着
ナ
。
支
那
馬
車
二
柄

高
ひ
、
先
づ
兵
噌
令
部
に
至
り
豪
を
交
付
し
、
入
城
雪
受
J

律義

に
赴
く
。
小
西
閥
凡
劃
閥
均
の
家

κ川
む
か
ん
と
す
。
馬
夫
諜
て
北
閥
代
の
越
宅

に
赴
く
。
因
て
更
に
嶋
じ
て
西
岡
外
に
至
る
。
越
氏
新
民
屯
に
往
き
て
在
ら
や
ノ
。

共
同
事
人
郭
維
扉
字
披
臣
欽
接
し
、
後
面
房
内
に
安
歌
せ
し
む
。
因
て
闘
激
朝
飯

上
聞

を
吃
し
、
先
づ
城
内
正
金
銀
行
出
張
所
に
深
水
十
八
氏
を
訪
ふ
。
氏
太
だ
繁
忙 (下)

内

藤

記

湖

南

内

藤

申請

戊

由・

な
る
が
如
く
な
り
き
。
氏
の
紹
介
に
よ
り
て
銀
行
出
張
所
主
任
、
市
川
亮
功
氏

を
識
る
。
時
じ
て
軍
政
客
に
赴
吉
、
小
山
少
佐
秋
偽
ゼ
見
て
滞
留
居
住
の
事
を

謀
る
。
(
途
上
清
白
五
高
幸
町
節
を
枕
し
て
家
々
茨
龍
旗
を
建
て
、
雌
木
之
官
持
す
る
を
聞

く
。
小
山
氏
に
小
村
大
臣
〔
蒋
太
郎
〕
の
書
を
交
す
)
氏
は
越
〔
岡
鉱
〕
氏
が
前
に
露
園

の
用
を
局
せ
し
嫌
疑
あ
る
が
)
以
て
其
家
に
宿
す
る
を
難
ん
や
ノ
。
且
つ
、
先
づ
総

司
令
部
に
謀
ら
ん
こ
と
を
問
む
。
因
て
署
内
に
在
り
て
事
を
執
れ
る
通
謀
井
深

彦
三
郎
再
刊
に
面
し
、
去
て
総
司
令
部
に
副
官
古
川
少
佐
崇
太
郎
を
訪
ひ
、
堀
内
大

上

ω

本
勝
目
副
官
の
書
を
交
し
、
且
つ
宿
舎
の
事
を
談
や
ノ
。
余
は
小
村
外
相
よ
り
児
玉

〔
源
太
郎
〕
大
将
に
充
て
た
る
書
を
有
せ
る
を
以
て
、
副
官
に
頼
り
て
之
を
傍
注
せ

ん
こ
と
を
求
む
。
大
将
即
ち
引
て
接
ナ
。
襟
懐
酒
落
遠
来
の
拡
引
を
慰
し
、
且
つ

便
宜
を
興
へ
ん
こ
と
を
語
る
。
既
に
返
さ
再
び
副
官
と
談
歩
。
副
官
、
明
日
以

上

ω

後
城
外
資
寺
に
新
た
に
設
く
べ
き
兵
合
に
宿
す
る
を
可
と
す
る
こ
と
を
告
ぐ
。

余
其
の
軍
人
機
密
を
過
守
し
、
余
等
の
域
内
に
在
る
を
喜
ば
ざ
る
に
出
で
ん
ζ

と
を
恩
ひ
、
他
日
城
内
に
宿
ナ
る
の
必
要
あ
る
と
き
許
可
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
請

同
叫

ふ
。
副
官
敢
て
拒
斥
ぜ
や
ノ
。
舎
ま
児
玉
大
将
再
び
踊
島
少
将
の
室
に
あ
り
て
余

等
を
見
ん
と
す
る
旨
を
博
ふ
。
悶
て
再
び
謁
ナ
。
(
坐
に
落
合
〔
豊
三
郎
?
〕
少
将

あ
り
き
)
大
終
日
く
、
足
下
等
の
事
は
一
一
耐
島
君
と
熟
話
せ
り
。
営
さ
に
之
と
謀
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る
べ
し
と
。
図
て
少
将
と
語
る
。
少
将
も
亦
余
等
が
熱
心
を
稽
し
、
従
来
商
工

其
徐
何
れ
の
方
面
を
問
は
歩
質
成
に
研
究
の
目
的
を
以
て
来
る
者
な
き
を
歎
そ

し
に
、
今
始
め
て
足
下
等
在
り
、
務
め
て
便
宜
を
輿
ふ
べ
し
。
其
順
序
と
し
て

は
先
づ
責
寺
よ
り
始
め
よ
。
明
日
午
前
此
に
来
ら
ば
蛍
に
時
を
定
め
て
足
下
等

を
黄
寺
に
介
す
べ
し
。
行
政
制
度
は
清
官
に
謀
る
に
其
の
務
忌
の
念
を
生
ぜ
し

む
べ
か
ら
歩
、
姑
ら
く
之
を
後
う
し
て
余
が
使
宜
之
を
園
る
を
待
つ
べ
し
と
。

因
て
僻
し
飾
る
。
晩
食
の
後
、
叉
小
山
少
佐
を
訪
ひ
宿
舎
の
事
を
語
り
、
其
の

一
一
間
日
間
越
宅
に
宿
す
る
を
承
認
ぜ
ん
ζ

と
を
道
ふ
。
少
佐
総
司
令
部
の
慮
置

に
不
卒
な
る
が
若
き
も
遂
に
之
を
諾
ナ
。
(
此
日
憲
兵
趨
宅
に
来
り
余
等
を
諜

り
て
商
人
と
馬
し
、
見
ん
と
と
を
求
む
。
乃
ち
之
を
見
る
。
例
等
疑
を
樺
て
去

る
)三

十
日
午
前
、
繭
島
少
将
を
訪
ひ
余
等
が
調
査
の
底
本
た
る
べ
き
書
類
を

一
ホ
ナ
。
少
将
盆
々
感
動
ナ
。
困
て
約
ナ
、
午
後
四
時
寅
寺
に
舎
ナ
べ
し
と
。
叉

古
川
少
佐
を
見
る
。
少
佐
黄
寺
附
近
の
兵
舎
に
あ
る
上
野
大
尉
九
一
を
見
て
宿

舎
の
事
を
謀
る
べ
し
、
料
る
に
明
日
を
可
と
せ
ん
と
告
ぐ
。
午
後
雨
至
る
。
四

時
、
策
寺
門
外
に
在
り
て
待
つ
。
)
少
将
雨
を
衝
て
至
り
、
中
島
〔
比
多
吉
〕
遁
謝
辞
官

を
伴
ひ
掌
印
刷
嚇
什
爾
布
札
木
東
を
見
て
余
等
二
人
を
介
ナ
る
こ
と
甚
だ
詳
か

に
且
つ
重
々
し
。
畢
り
て
去
り
近
衛
兵
舎
を
索
む
。
中
島
氏
余
等
が
馬
に
聞
過

し
其
の
慮
を
索
め
得
た
り
。
上
野
大
尉
を
見
る
に
設
備
未
だ
成
ら
ざ
る
を
以

τ

明
日
来
る
の
太
だ
早
き
を
道
ふ
。
余
其
旨
を
領
し
て
締
る
。

三
十
一
日
(
雷
雨
あ
り
)
軍
政
署
に
井
深
氏
を
訪
ふ
。
在
ら
や
ノ
。
本
園
に
書

信
を
設
ナ
。
古
川
副
官
を
訪
ひ
、
兵
舎
設
備
成
ら
ば
直
ち
に
移
宿
ナ
ぺ
き
と
と

を
告
ぐ
。
正
金
銀
行
に
深
水
氏
を
訪
ふ
。
金
銀
庫
街
太
古
山
房
に
書
を
購
て
蹄

る。
八
月
一
日
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太
古
山
房
よ
り
注
文
の
書
籍
を
迭
り
来
る
。
寅
寺
に
至
り
刑
嚇

輸
出
刷

を
訪
ふ
。
禽
々
〔
西
〕
本
願
寺
の
渡
港
哲
乗
氏
余
を
綜
跡
し
て
至
hv
、
吉
原
四
郎

応
酬
紹
介
名
刺
を
一
ホ
ナ
。
因
て
氏
が
奉
天
に
来
ip余
を
訪
ひ
し
も
遇
は
デ
し
て

笹
口
に
蹄
れ
る
こ
と
を
知
る
。
渡
溢
氏
は
本
願
寺
連
枝
大
谷
辱
重
師
並
に
其
弟

掌
由
師
の
黄
寺
構
内
に
住
ぜ
る
と
と
を
語
る
。
因
て
其
宿
舎
に
赴
き
辱
重
師
を

見
る
。
(
大
里
氏
越
〔
図
書
氏
の
女
、
郭
〔
維
里
氏
の
女
及
び
越
氏
を
照
像
ナ
)
蹄

途
上
野
大
尉
を
見
る
。
大
尉
宿
舎
の
設
備
略
ぼ
成
る
と
と
を
告
ぐ
。
因
て
明
日

移
居
に
決
ナ
。
鯖
る
後
、
藁
蒲
圏
の
製
作
其
他
必
要
品
を
購
ふ
。

二
日
必
要
品
略
ぼ
備
は
る
。
午
後
、
大
車
を
雇
ひ
衛
兵
ん
で
舎
に
移
る
。
上

野
大
尉
其
設
備
未
だ
成
ら
ざ
る
所
あ
る
を
以
て
、
余
を
大
尉
の
室
K
、
大
星
民

を
高
田
少
尉
叉
助
の
室
に
宿
せ
し
む
。

一
一
一
日
午
前
、
古
川
副
官
来
り
訪
ふ
。
城
内
に
抵
り
上
野
大
尉
と
同
じ
く
す
。

森
中
尉
を
見
る
。
古
川
副
官
を
訪
ひ
移
寓
の
事
に
就
き
て
謝
を
設
し
、
一
幅
島
少

上

凶

問

絡
を
訪
ひ
、
頃
ろ
買
ひ
得
る
所
の
盛
京
典
制
備
考
、
奉
天
輿
画
表
各
一
部
を
示

し
、
調
査
の
方
針
を
語
る
o

(

踊
島
少
将
の
許
に
鴻
園
勲
氏
に
遜
遁
ナ
。
小
山
少

佐
、
井
深
民
も
亦
同
じ
く
来
る
)
蹄
る
後
、
行
李
の
整
頓
に
従
ふ
。
上
野
大
尉

其
の
室
を
以
て
余
と
大
里
氏
と
の
寓
に
充
て
、
自
ら
高
田
少
尉
と
室
を
同
じ
く

し
て
居
る
o

(

第

一

の

家

信

至

る

)

}

四
日
午
後
黄
寺
に
赴
く
。
舎
々
此
日
工
部
侍
郎
鍾
霊
進
京
の
事
あ
り
。
越

将
軍
以
下
大
小
の
官
吏
寺
内
に
租
道
す
る
た
被
る
。
事
畢
り
て
後
、
大
刑
臓
を

見
、
本
殿
、
東
西
併
殿
、
及
び
鴨
川
市
鴎
刷
機
ぞ
観
る
。
余
等
の
外
、
上
野
大
尉
、

渡
漫
哲
乗
氏
及
び
川
上
貞
信
師
輿
に
借
に
す
。
田
町
途
〔
西
〕
本
願
寺
宿
舎
に
過
る
。

此
日
華
氏
八
十
六
度
に
達
ナ
。

五
日
第
二
の
家
信
至
り
、
田
中
晃
理
宮
内
大
臣
が
七
月
十
四
日
の
電
報

を
封
入
式
寅
寺
に
至
り
東
併
殿
の
諸
経
を
調
査
ナ
。
コ
一
年
前
筆
談
せ
し
刑
嚇

を
依
公
伺
K
除
跡
ナ
。
在
ら
歩
。
(
此
日
高
田
少
尉
、
森
中
尉
と
交
代
す
)
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六
日
調
島
少
絡
を
訪
ひ
、
田
中
子
爵
電
報
の
事
を
諮
る
。
少
将
色
爆
は
ふ
y

打
捨
て
置
く
べ
き
こ

ιそ
道
ふ
。
因
て
寺
院
内
帆
経
調
査
の
事
を
語
り
て
締
り
、

更
に
府
相
川
干
に
王
者
藤
氏
を
訪
ふ
。
移
居
し
て
在
ら
歩
。
乃
ち
蹄
途
に
就
く
。

溜

七
日

出演
寺
後
磁
の
自
大
刑
嚇
を
訪
ふ
。
三
在
刷
の
知
人
な
り
。
刷
勝
大
に

喜
ぶ
。
資
寺
西
隣
の
開
帝
廟
に
叉
筆
談
せ
し
痢
雌
引
を
訪
ふ
。
叉
在
ら
歩
。
賞
寺

の
政
経
を
調
査
し
其
の
飢
雑
を
整
理
ナ
。
波
法
氏
来
り
助
く
。
此
日
本
願
寺
の

本
多
恵
隆
氏
を
見
る
。

八
日
埠
〈
刑
嚇
ヴ
訪
ふ
。
寅
寺
の
景
選
民
し
其
の
政
経
を
観
、
大
剰

噺
に
御
花
岡
町
及
び
北
札
制
縦
覧
の
事
を
諮
る
。
(
雨
大
に
至
る
。
波
法
氏
と
共
に

上
却

す
)
本
願
寺
宿
舎
に
至
り
龍
江
義
信
師
を
見
る

Q

師
、
有
賀
博
土
奉
天
に
来
れ

る
こ
と
を
語
る
。
叉
傘
重
氏
を
見
る
。
夜
、
大
里
氏
の
友
人
丹
羽
中
尉
来
宿
す

O

J

Z氏
と
同
じ
く
、
叉
白
大
州
怖
を
後
協
に
号
、
其
管
す
る
所
の

太
平
寺
の
政
経
を
観
る
。
什
勤
布
札
木
束
来
り
訪
ふ
。

十

日

什

州
帆
の
使
至
る
。
大
星
氏
・
上
野
大
尉
と
同
じ
く
、
先
づ
本
願
寺

間

宿
合
に
至
る
。
波
溢
氏
等
未
だ
起
き
や
J

。
因
て
大
別
嚇
を
訪
ひ
、
御
花
園
、
北

搭
に
赴
く
ζ

と
を
告
ぐ
。
大
別
撤
其
馬
車
を
貸
し
、
且
つ
一
侍
備
を
し
て
郷
導

た
ら
し
む
。
先
づ
綱
花
園
に
至
る
。
寺
中
の
捌
瞬
、
山
間
余
が
面
を
記
し

τ三
年

加山

前
太
宗
御
用
の
弓
矢
を
度
り
し
こ
と
を
諮
る
。
本
殿
及
び
西
例
般
を
聞
き
、
本

政
所
磁
の
払
ゲ
』
刑
制
、
太
宗
御
用
弓
矢
、
嘉
雌
御
筆
の
題
詩
を
寓
岡
県
ナ
。
畢
り
て

北
塔
K
赴
く
。
殿
堂
残
笹
し
、
本
願
寺
の
壁
、
華
氏
等
と
曾
し
其
設

を
潟
良
ナ
。
糊
文
の
般
紙
wm磁
の
紙
屑
、
狼
菊
地
に
織
っ
。
之
が
馬
に
一
歎
ナ
。

其
粉
完
全
な
る
者
は
軍
政
審
に
運
び
去
る
と
一
玄
J
M
。
問
削
り
て
後
寅
寺
に
赴
け
ば
、

此
日
越
将
軍
以
下
大
小
官
員
、
廷
〔
杏
審
理
将
軍
の
進
京
を
、
途
ら
ん
が
箆
に
寺

内
に
集
ま
り
居
れ
り
。
人
散
歩
る
後
資
寺
に
赴
き
、
導
者
に
金
を
間
関
へ
叉
大
劇

臓
に
謝
し
て
瞬
間
る
。
郭
維
扉
来
る
。
余
在
ら
歩
。

十
一
日
郭
維
扉
叉
来
り
晩
間
招
宴
の
事
を
語
る
。
古
川
副
官
を
訪
ふ
。
在

ら
や
J
O

有
賀
博
士
を
訪
ひ
、
反
高
田
少
尉
に
面
す
。
聴
じ
て
小
山
少
佐
を
訪
ふ。

其
の
事
あ
る
を
以
て
井
深

R
K面
せ
し
む
。
因
て
之
に
面
し
其
宿
舎
に
至
る。

(
総
司
令
部
門
前
に
堕
谷
量
〕
謬
習
院
教
授
に
逢
ふ
)
既
に
出
で
郭
氏
の
招
批
徳

」
自

馨
閣
に
赴
く
。
永
清
骨
局
員
風
引
も
亦
同
じ
く
招
か
る
。
鯖
途
岩
間
徳
也
氏
に
逢

ふ
。
謂
ふ
、
明
日
終
に
締
ら
ん
と
す
と
。
管
日
商
業
同
学
校
長
上
野
源
衣
氏
と
共

K
ナ
。

十
二
日
有
賀
博
士
来
る
。
高
岡
少
尉
と
共
に
先
づ
本
願
時
宿
舎
に
至
り
ニ

連
枝
を
見
、
再
び
渡
溢
氏
を
誘
ひ
て
黄
寺
及
び
後
後
、
太
平
寺
を
歴
訪
す。

十
三
日

管
理
部
長
島
源
少
佐
来
る
。
郭
維
屍
来
る
。
井
深
氏
再
訪
ひ
内
村、

』

Z

中
島
昆
多
吉
]
、
大
原

諸

争
』
見
、
北
塔
よ
り
運
び
す
し
術
文
擦
問
を
親
、
井

深
氏
の
許
に
て
晩
餐
ナ
。

"

十
四
日

奉
天
賦
経
略
解
題
を
作
る
。
寅
寺
大
別
臓
を
訪
ひ
金
を
贈
り
、
叉

其
関
門
関
門
の
酬
明
肱
慨
に
金
を
給
せ
し
む
。
本
願
寺
宿
舎
に
至
り
少
話
し
て
締
り
、

後
踊
島
少
絡
を
訪
ひ
解
題
一
通
を
潤
可
、

且
つ
今
後
調
査
の
順
序
を
諮
ら
ん
と

内
悼

す
。
少
柑
刑
事
多
き
を
以
て
三
原
少
佐
に
商
せ
し
む
。
図
て
面
詰
し
て
蹄
る
。

大

里
氏
は
永
清
潟
県
師
に
詣
り
現
像
の
事
を
託
す
。
余
も
亦
赴
き
訪
ふ
。
此
夜
兵

士
等
狗
見
放
頭
を
撲
殺
ナ
。

十
五
日
午
前
賞
寺
に
則
一
瞬
惜
の
勤
行
を
見
る
。
叉
喋
銚
川
の
装
束
を
曝
ら

す
を
見
て
、

三
四
則
嚇
を
し
て
之
を
袋
は
し
め
て
潟
員
ナ
。
午
後
三
原
少
佐
を

訪
ふ
。

調
島
少
将
叉
事
多
く
調
査
の
方
針
未
だ
決
す
る
を
得
歩
。
大
里
氏
は
永

滑
潟
侭
師
K
赴
く
。
現
象
亦
未
だ
成
ら
や
J

。
此
夜
も
亦
兵
士
等
狗
児
を
撲
殺
す

る
を
観
る
。

内

U

十
六
日
越
図
鑑
消
置
来
訪
す
。
言
ふ
、
昨
日
新
民
屯
よ
り
蹄
る
也
と
。
本
願

寺
の
龍
江
、
渡
港
二
氏
来
り
訪
ふ
。
午
後
三
原
少
佐
を
訪
ふ
。
少
佐
、

幅
島
少
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持
の
器
一
同
を
博
へ
て
日
く
、
方
に
清
官
と
交
渉
中
に
在
り
。
其
の
答
あ
る
を
待
て

龍
ち
に
通
知
ナ
べ
し
と
。
国
り
て
永
清
官
官
同
県
館
に
至
る
。
現
象
僅
か
に
成
る
。

国
て
其
中
一
枚
の
焼
方
を
依
頼
し
て
鯖
る
。
此
夜
、
本
願
寺
の
諸
氏
賞
寺
境
内

に
活
動
寝
顔
、
を
催
し
て
、
近
衛
の
兵
、
後
最
〕
歩
〔
き
五
十
聯
除
、
総
卒
隊
等
を

慰
問
す
。
余
紘
一
寸
も
亦
輿
か
り
観
る
こ
と
を
得
た
り
。

十
七
日
越
氏
西
瓜
四
枚
を
贈
り
来
る
。
終
日
寓
に
在
り
て
書
信
を
作
る
。

十
八
日
朝
、
盤
谷
〔
滋
〕
文
恩
一
士
来
訪
す
。
一
一
一
一
向
ふ
。
昌
留
に
至
り
て
蹄
る
。
今

日
曜
ゲ
読
ん
と
す
と
。
本
願
寺
宿
舎
に
号
室
氏
を
促
が
し
て
、
同
じ
く

西
塔
げ
臓
粧
を
見
る
。
一
も
存
せ
歩
。
其
偶
像
は
や
L

寅
寺
に
優
れ
り
。
西
塔

に
は
本
願
寺
の
恕
間
部
あ
り
、
根
幕
中
に
住
せ
り
。
(
此
日
、
寅
寺
前
車
馬
群
集

す
。
濯
し
新
任
副
都
統
多
文
着
任
す
る
な
り
と
)
時
る
後
、
城
西
北
隅
の
一
ニ
清

員
十
~
判
芝
翫
る
。
此
日
一
一
一
原
少
佐
の
審
あ
り
、
明
十
九
日
よ
り
宮
殿
内
の
調
査
に

従
ふ
を
得
べ
く
交
渉
成
れ
り
。
明
朝
先
づ
一
昭
島
少
綿
よ
り
前
語
ナ
る
所
あ
る
を

以
て
、
総
司
令
部
に
来
る
べ
し
と
。
余
が
喜
知
る
べ
き
也
。
晩
に
盤
谷
氏
叉
来

り
訪
ふ
。

十
九
日
朝
総
司
令
部
に
赴
く
。
三
原
少
佐
臼
く
、
一
耐
島
少
将
事
多
く
見
る

を
得
歩
。
軍
政
署
の
井
盗
事
言
語
り
置
き
た
れ
ば
往
き
訪
ふ
べ
し
と
。

乃
ち
井
深
氏
を
訪
ふ
に
、
日
く
未
だ
交
渉
せ
や
J

、
須
ら
く
寧
政
官
を
見
る
べ
し

と
。
国
て
小
山
少
佐
に
面
す
。
少
佐
清
官
の
嫌
悪
す
べ
き
情
質
を
設
さ
、
曾
て

第
四
軍
司
令
部
よ
り
来
れ
る
人
は
之
を
謝
絶
せ
る
こ
と
を
一
宮
ふ
。
余
街
鮮
を
金

総

し
て
懇
設
す
。
少
佐
交
渉
の
事
を
約
す
。
因
て
直
ち
に
大
東
関
外
に
堂
一
子
廟
を

見
る
。
今
は
荒
援
し
て
我
が
測
候
蕗
た
り
。
寓
照
し
て
錦
る
。
(
此
日
高
田
少
尉

森
中
尉
と
交
代
す
)
趨
氏
余
等
を
徳
馨
圏
に
招
宴
す
。
招
か
る
L

者
、
望
月
寅

太
郎
及
び
、
氷
清
氏
な
り
。
(
本
願
寺
宿
舎
を
訪
ひ
越
氏
よ
り
迭
ら
れ
し
西
瓜
を
贈

る
)

二
十
日
朝
雷
雨
あ
り
。
午
後
望
月
氏
の
招
に
徳
馨
閣
に
赴
く
。

二
十
一
日
午
後
小
雨
あ
り
。
上
野
大
尉
よ
り
カ
ス
テ
ラ
を
贈
ら
る
。

二
十
二
日
大
谷
寧
重
氏
よ
り
巻
盟
草
を
贈
ら
る
。
一
五
円
く
〕
将
さ
に
明
日
を

以
て
前
職
地
方
に
赴
か
ん
と
す
と
。
渡
議
氏
等
も
同
行
す
べ
し
と
去
ふ
。
午
後
、

軍
政
審
に
赴
き
、
小
山
少
佐
に
面
す
。
少
佐
、
交
渉
局
に
交
渉
一
口
一
に
畢
り
、
二

十
四
日
よ
り
宮
闘
の
観
覧
に
従
ふ
を
得
べ
き
こ
と
を
諮
る
。
意
大
に
安
や
ノ
。
出

上
納

で
L

、
氷
清
照
像
館
記
至
り
焼
製
の
潟
員
を
受
取
り
、
更
に
深
水
氏
を
正
金
銀
行

に
訪
ふ
。
其
屡
次
信
蓄
を
停
達
せ
る
を
謝
し
少
話
し
て
蹄
る
。
夜
、
大
谷
氏
以

下
を
訪
ひ
カ
ス
テ
ラ
を
贈
り
て
其
北
行
を
送
る
の
意
を
致
す
。

ω
 

二
十
三
日
午
後
、
高
欝
寺
を
観
、
其
明
清
二
臓
を
覚
、
更
に
太
清
宮
に
詣

削
岬

・
り
道
土
の
念
煙
主
観
る
。
由
塔
寺
に
赴
く
。
残
破
し
て
借
侶
な
し
。
既
に
寅
寺

の
掌
印
遠
別
職
来
り
訪
ふ
。

〔
奉
天
宮
殿
鵠
査
〕

二
十
四
日
午
前
官
般
に
赴
く
。
清
宮
未
だ
到
ら
や
ノ
。
因
て
軍
政
審
に
赴
き

故
を
問
ふ
。
要
領
を
得
A
V
J
O

一
玄
ふ
、
午
後
一
一
一
時
以
後
嘗
さ
に
開
く
べ
し
と
。
署

よ
り
丑
日
間
宮
蹴
拝
親
の
許
可
鐙
を
領
し
て
再
び
宮
殿
に
赴
く
。
禽
々
交
渉
委

員
楊
文
明
(
霧
亭
)
来
る
。
恒
て
軍
政
署
よ
り
交
渉
の
事
を
語
る
。
揚
乃
ち
去

り
て
交
渉
局
総
瞬
、
孫
諜
砥
ず
伴
ひ
来
る
l

之
と
筆
談
し
、
始
め
て
要
領
を
得

た
り
。
此
日
管
理
朔
鳳
閣
中
の
費
物
量
一
同
一
籍
等
を
観
る
。

総

二
十
五
日
小
越
卒
陸
氏
来
り
訪
ふ
。
宮
散
に
赴
き
飛
龍
閣
及
び
太
期
内
の

賓
物
を
観
る
。
泉
廉
溶
液
〔
り
〕
訪
ふ
。
遇
は
や
J
O

二
十
六
日
泉
廉

W
来
り
訪
ふ
。
宮
般
に
赴
き
崇
政
殿
、
鳳
客
機
及
び
敬
典

閤
中
の
玉
牒
蓄
酔
を
観
る
o

(
越
関
挺
に
喜
一
箱
を
贈
る
)
的

二
十
七
日
宮
般
に
歪
り
崇
諜
閣
の
資
銀
、
職
国
及
び
清
寧
宮
壮
一
寸
を
観
る
。

関

山
県
議
閣
に
天
聴
山
県
徳
間
の
門
渓
吾
輩
増
加
あ
り
、
金
閣
汗
一
広
々
の
蓄
を
載
す
。

- 83-



190 

夜
、
川
上
貞
信
氏
来
る
。
(
余
と
大
里
氏
と
に
趨
氏
よ
り
金
指
環
各
一

枚
を
迭
り

来
る
)

二

十

八

日

高

炉

型
。
皐
て
軍
政
惑
に
至
り
小
山
少
佐
に
面
し
、
宮

殿
胡
覧
期
延
長
同
事
を
談
じ
一
一
一
日
間
の
延
長
を
許
さ
る
。
話
中
、
東
京
大
与
の

ι
4
4
-
x
h
 

市
村
、
伊
東

S
5諸
人
の
奉
天
に
来
着
せ
る
を
聞
き
、
時
じ
て
古
川
副
官
を
総

司
令
部
に
訪
ひ
此
事
を
問
ふ
。
副
官
語
る
に
、
前
刻
同
じ
く
練
兵
公
所
前
に
至

り
余
等
を
訪
ひ
し
に
、
巳
に
宮
殿
に
赴
き
し
後
な
り
し
と
と
を
以
て
し
、
市
村

氏
等
が
明
日
宮
殿
を
観
覧
す
べ
き
を
以
て
、
電
話
に

τ其
の
来
る
時
余
等
の
宿

舎
に
過
ぎ
る
の
使
な
る
ζ
と
を
通
知
せ
ん
こ
と
を
約
す
。
(
此
日
雨
底
至
る
)

二
十
九
日
市
村
、
伊
東
及
び
其
他
三
人
来
訪
す
。
先
フ
総
司
令
部
K
向
て

去
る。

余
等
後
れ
て
出
で
宮
殿
に
至
る
。
諸
人
己
に
殿
閣
の
外
観
を
観
畢
り
方

に開
閉
岡凧
閣
K
及
ぶ
。
余
因

τ導
て
閣
中
に
入
り
、
更
に
飛
龍
閣
に
及
び
其
の
質

ω
 

物
を
観
せ
し
む
。
出
で
L

大
政
殿
を
凱
皐
り
小
憩
し
、
更
に
文
湖
閣
に
赴
く
。

市
村
氏
等
先
づ
去
る
。
余
等
古
川
副
官
を
訪
ひ
城
門
出
入
置
の
書
替
を
詩
ひ
、

悠
詰
〕
し
て
同
じ
く
敬
曲
内
閣
の
行
策
面
〕
を
観
る
約
を
爺
し
、
宿
舎
に
締
れ
ば

市
村
氏
等
叉
尋
で
来
訪
ナ
。
逐
に
同
じ
く
黄
寺
を
観
、
達
刺
航
に
諸
人
を
介
す
。

夜
、
川
上
貞
信
師
来
訪
す
。
明
日
再
び
宮
殿
を
槻
る
べ
き
を
以
て
同
じ
く
槻
ん

と
と
を
物
む
。

三
十
日
宮
殿
に
至
れ
ば
市
村
、
伊
東
二
氏
、
古
川
副
官
、
川
上
貞
信
師
先

祖
国

づ
在
り
。
同
じ
く
敬
典
閣
の
玉
牒
、
行
楽
園
を
観
る
。
畢
て
古
川
副
官
先
づ
去

る
。
更
に
山
田
討
議
閣
の
寅
鍛
及
職
園
、
替
機
加
を
観
る
。
市
村
、
伊
東
ニ
民
総
司

令
部
に
赴
き
、
余
等
は
文
湖
閣
に
赴
く
。
市
村
氏
再
び
文
湖
閣
に
来
る
。
己
に

し
て
市
村
氏
は
軍
政
署
に
赴
き
、
余
等
は
宿
舎
に
腕
る
。
大
皐
諸
人
の
行
李
、

運
し
て
余
等
が
室
に
在
り
。
蓋
し
諸
人
明
日
を
以
て
一
旦
開
原
地
方
に
赴
か
ん

と
ナ
る
な
り
。
市
村
氏
叉
来
り
僻
別
し
て
去
る
。

三
十
一
日
川
上
師
来
る
。

同
じ
く
文
湖
閣
に
赴
く
。
観
畢
て
踊
島
少
将
を

総
司
令
部
K
訪
ひ
、
行
政
調
査
の
事
に
闘
し
交
渉
を
託
す
。
夜
、
雨
あ
り
。

九
月

一
日
午
後
雨
怒
る
。
夜
、

川
上
師
来
る
。

一
一
日
深
水
氏
を
訪
ひ
、
更
に
高
田
少
尉
、

有
賀
博
士
を
訪
ひ
共
に
骨
萱
舗

か
れ

を
槻
る。

交
渉
局
に
至
り
楊
霜
鳥
〔
を
き
の
家
に
綜
跡
し
て
之
を
見
る
。

伊
云

ふ
、
病
あ
り
二
日
食
せ
デ
と
。

一
一
一
日
章
紀
維
を
小
南
闘
に
訪
ふ
。
在
ら
や
ノ
。
銀
面
一
市
十
元
を
贈
る
。
田
漢
を

す
入
湖
閣
に
訪
ひ
叉
十
元
を
贈
る
。
田
固
く
僻
ナ
。
強
ザ
L
而
し
て
後
受
く
。
朱
成

喜
を
小
北
闘
に
訪
ひ
叉
十
一
冗
を
焔
る
。
亦
閤
僻
ナ
。
強
て
之
を
鐙
て
蹄
る
。
楊

気
亭
を
訪
ふ
。
在
ら
ムァ
。
叉
十
元
を
贈
り
且
つ
自
篤
便
面
を
贈
り
、

旦
つ
孫
幼

か
贈
る
蓄
及
び
筆
を
其
の
萎
に
託
し
て
飾
る
。
ま
聖
堂
望
。

回
目
撃
、
回
二
人
来
訪
す
。
意
金
を
還
さ
ん
と
す
。
強
て
而
し
て
後
受
く
。

ω
 

明
日
余
等
二
人
を
詩
ひ
、
且
つ
文
廟
了
祭
を
観
せ
与
め
ん
と
す
。
午
後
、
王
者

事
大
北
溢
門
裡
に
訪
ふ

。途

に

火

話

、

訴

事

}JQo
王
晩
餐
を
饗
ナ
。

五
日
朝
、
回
漢
草
を
遣
し
て
旅
り
遡
ふ
。
乃
ち
文
廟
に
至
る
。
祭
己
に
畢

る
。
因
て
天
楽
園
に
至
り
回
、
章
二
人
の
饗
を
受
く
。
叉
有
賀
博
士
、
高
田
少

射
を
訪
ひ
、
更
に
川
口
大
尉
、
鷲
見
大
尉
を
訪
ふ
。
鯖
途
越
園
縫
を
訪
ふ
。
朱

成
喜
来
訪
す
。
在
ら
ざ
る
を
以
て
逢
は
や

J

。
朱
、
念
珠
及
び
扇
を
贈
る
。

六
日

一
幅
島
少
将
を
訪
ふ
。
事
多
き
を
以
て
逢
は
や

J

。
井
深
氏
を
訪
ふ
。

亦

在
ら
歩
。
此
目
、
市
村
、
伊
東
以
下
五
氏
関
原
よ
り
締
り
三
賢
一
刊
の
宿
舎
に
入

る
。
夜
川
上
師
来
り
云
ふ
、
〔
西
本
願
土
守
〕
連
枝
一
行
一
昨
日
北
方
よ
り
鋳
る
と
。

(
本
願
寺
よ
り
ハ
ム
を
贈
ら
る
)

七
日
市
村
、
伊
東
諸
氏
と
相
前
後
し
て
総
司
令
部
に
赴
き
、
古
川
少
佐
に

面
し
更
に
踊
島
少
将
に
面
ナ
。
少
将
云
ふ
、
明
日
を
以
て
放
行
せ
ん
と
す
。
行

政
調
査
の
事
は
未
だ
将
軍
府
に
交
渉
せ
歩
。
曲
慌
て
蹄
滞
を
倹
た
れ
よ
と
。
市
村
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民
と
同
じ
く
高
田
少
尉
に
函
し
叉
有
賀
博
士
を
訪
ふ
。
博
士
休
職
候
約
の
起
草

ω
 

中
と
見
え
た
り
。
午
後
玉
蘭
亭
来
訪
す
。
鳥
居
龍
蔵
氏
遼
陽
よ
り
至
り
市
村
氏

等
と
同
舎
す
。

鳥
居
氏
と
本
願
寺
宿
舎
を
訪
ひ
賞
寺
を
観
る
。

八
日
鳥
居
氏
と
同
じ
く
高
田
少
尉
を
訪
ひ
満
洲
婦
人
を
骨
局
員
ナ
る
を
助
く
。

畢
り
て
宮
殿
に
赴
き
市
村
、
伊
東
諸
氏
と
朔
鳳
閣
を
観
る
。
蹄
途
鳥
居
氏
と
城

桶
り

震

の

元

争

観

る
。
(
孫
幼
穀
よ
り
復
番
号
奉
天
輿
園
士
荷
量
り
来
る
)

九

日

叉

朔
鳳
閣
の
厳
品
を
観
る
。
午
後
鳥
居
氏
等
と
清
寧
宮
の
液
晶
を
観

る
。
自
剛
途
楊
誌
亭
を
訪
ふ
。
叉
深
水
氏
を
訪
ふ
。
夜
大
谷
傘
重
師
、
渡
洛
氏
と

来
訪
ナ
。

十
日
午
前
雨
あ
り
。
鳥
居
氏
を
助
け
て
渡
港
氏
等
と
共
に
責
寺
明
嚇
信
の

ω
 

頭
形
を
量
る
。
(
資
寺
に
て
中
久
喜
信
周
氏
に
面
ナ
)
叉
朔
鳳
閣
に
赴
く
。
大
熊

氏
一
行
の
潟
輿
を
崇
政
殿
前
に
行
ふ
。

個

十
一
日
鳥
居
氏
北
方
に
赴
く
。
市
村
、
伊
東
諸
氏
と
御
花
園
、
昭
陵
、

北

風

r観
る
。
高
田
少
尉
も
倶
に
す。

十
二
日
午
後
、
資
寺
K
て
剰
噺
信
跳
打
装
束
及
び
鳥
居
氏
托
す
る
所
の
蒙

古
人
頭
形
の
寓
輿
を
矯
ナ
。
市
村
、
伊
東
諸
氏
、
渡
漫
氏
等
皆
同
じ
く
す
。
午

後
、
市
村
、
伊
東
諸
氏
と
同
じ
く
三
清
民
主
矛
}
観
る。

十
三
日
朱
氏
の
子
、
其
二
少
友
を
伴
ひ
来
る
。
尋
で
朱
、
楊
と
同
じ
く
来

り
、
二
人
に
看
戯
を
ナ
L

む
。
市
村
氏
も
共
に
長
楽
園
K
赴
き
看
る
。
夜
、
看

月
宴
を
市
村
氏
の
舎
内
に
開
く
。
門
以
下
闘
}

〔
呆
陵
へ
〕

〔
十
月
〕
五
日
朝
、
大
里
氏
と
同
じ
く
僕
程
魁
芙
を
伴
ひ
小
車
に
搭
じ

τ、

車
中
天
(
四
宮
)
丘
ハ
姑
司
令
部
に
至
り
、
総
司
令
部
の
許
可
謹
を
出
し
て
依
努
を
請

求
す
。
係
り
の
総
卒
放
努
の
字
を
作
る
こ
と
太
だ
還
し
。
人
を
し

τ悶
々
・
せ
し

む
。
車
姑
に
至
れ
ば
火
車
終
に
愛
せ
ん
と
ナ
。
急
に
便
乗
努
を
領
し
て
之
に
搭

やJ
O

然
る
に
火
車
定
刻
の
九
時
三
十
分
を
晩
る

i
と
三
十
分
許
り
に
し
て
一摘

に
設
す
。
‘
蘇
家
屯
に
至
り
撫
順
行
き
の
列
車
K
乗
換
一
へ
、
午
後
三
時
撫
順
車
姑

に
達
グ
川
(
途
上
、
深
井
築
、

李
石
築
、
仙
舎
袋
三
姑
あ
り
。
深
井
総
よ
り
遥
か

に
稿
践
を
望
む
)
二
苦
力
を
叫
び
て
行
李
を
携
へ
し
め
、
撫
順
域
内
の
(
河
北
)

兵
姑
司
〔
令
〕
部
に
至
り
、
藤
井
副
官
南
門
外
の
宿
舎
を
給
せ
ら
る
。

六
日

午
前
城
北
の
鏑
見
山
に
上
る
。
締
て
兵
姑
部
に
歪
り
軽
便
銭
道
の
使

随

時刑務
を
受
け
、
午
後
二
時
二
台
車
K
搭
じ
て
撫
順
を
設
す
。
六
時
下
章
黛
に
逢

ナ
。
兵
姑
支
部
に
赴
き
宿
す
。
本
願
寺
の
寺
本
泰
厳
師
が
東
よ
り
婦
る
に
逢
ひ
、

夜
輿
に
談
歩
。
(
行
程
三
星
字
)

七
日

兵
姑
支
部
、
午
前
は
台
車
を
給
せ
歩
。
叉
行
李
小
な
る
を
以

τ馬
車

道

手

。

崎

一

請

て
ニ
苦
カ
を
得
、
前
書
芸
し
て
援
す
。
土
日
子
、
石

門
察
、
一
門
饗
叉
駒
市
馬
結
を
経
て
零
時
半
管

警
に
達
ナ
。
兵
姑
部
に
宮
村
遜
誇
を

昔
、
蹄
り
て
還
問
K
至
り
哨
飯
し
て
再
び
宮
村
氏
を
訪
ひ
、
其
の
導
に
よ
り

て
薩
爾
品開山
書
風
ず
蹴
て
其
尚
文
を
揚
し

τ蹄
る
。
晩
飯
の
後
再
び
宮
村
通
謬

を
訪
ふ
。
在
ら
や
ノ
。
松
井
通
認
と
話
し
更
に
松
尾
副
官
に
面
し
て
蹄
る
。
(
行
程

三
星
牢
)

八
日
朝
天
雲
を
飛
ば
ナ
。
兵
姑
部
よ
り
給
せ
ら
れ
し
馬
車
に
搭
じ
て
設
す
。

馬
夫
出
づ
る
こ
と
濯
く
十
一
時
始
め
て
行
く
。
域
子
後
、
鍛
背
山
、

千
馬
河、

ω
 

古
補
償
、
下
爽
河
、
腰
姑
を
経
て
上
爽
一
向
に
達
ナ
。
兵
結
部
に
至
り
明
日
の
馬
車

を
請
求
ナ
。
始
め
拒
ま
れ
て
後
允
さ
る
。
宿
舎
に
投
じ
兵
姑
部
の
浴
湯
に
招
か

る
。
快
甚
し
。
夜
川
島
副
官
を
訪
ふ
。
副
官
其
の
軍
司
令
部
よ
り
余
が
衆
る
の

電
報
あ
り
し
由
を
諮
る
。
(
行
程
六
笠
)

九
日

(朝
山
田
司
令
市
来
り
訪
は
る
)
九
時
半
夜
。
上
爽
河
よ
り
峡
間
を
経
、

黄
土
器
伸
子
を
遇
ぎ
馬
見
城
の
山
道
に
入
る
。
嶺
上
に
至
れ
ば
木
武
ど
り
来
る
輪

卒
除
隆
路
に
填
咽
し
、
待
フ
こ
と
四
時
間
に
し
て
僅
か
に
行
く
ζ

と
を
〔
得
〕。
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山
廟
中
向
文
彬
と
云
へ
る
信
あ
り
。
大
阪
に
生
れ
母
は
日
本
人
な
る
こ
と
を
語

る
。
(
馬
児
以
山側
一
の
雲
景
紹
奇
と
科
ナ
ベ
し
)
馬
見
放
よ
り
一
時
間
徐
に
し
て
木

本
叫
に
達
ナ
。
巳
に
五
時
な
り
。
兵
姑
部
w
L

宿
ナ
。
山
崎
曹
長
待
す
る
こ
と
甚
だ

懇
切
な
り
。
山
本
司
令
官
、

繭
地
副
官
に
面
ナ
。
夜
司
令
官
室
K
在
り
て
語
る
。

某
大
尉
(
輿
京
兵
結
部
副
官
)
の
怪
気
焔
を
聴
く
。
(
行
程
四
塁
、
浴
湯
)

十
日
長
十
時
馬
車
に
て
木
奇
を
設
す
。
東
姑
、
小
治
上
り
山
路
に
入
り

ω

ω

 

山
僚
を
出
で
t
A

和
陸
一
に
至
り
、
叉
四
道
旬
を
過
ぎ
て
再
び
山
路
に
入
り
嶺
上
に
在

り
て
叉
総
卒
除
に
険
路
に
遭
ふ
。
留
ま
る
こ
と
一
時
間
半
に
し
て
線
か
に
嶺
を

下
り
楊
家
台
を
警
d

、
夏
圏
、
興
隆
街
を
経
て
、
氷
陵
に
達
す
四
兵
姑
司
令
官
石

井
大
尉
は
余
が
名
を
識
り
此
夜
晩
食
を
饗
し
て
快
談
ナ
。
思
一
一
岩
技
師
等
利
減
調

査
の
一
行
も
亦
同
じ
く
宿
す
。
(
行
程
五
里
)

十
一
九
口
公
黒
岩
民
等
と
共
に
星
野
通
課
請
ふ
所
の
一
一
一
腕
騎
校
に
導
か
れ

て
永
俊
を
視
る
。
規
模
甚
だ
小
な
り
。
但
だ
其
の
墳
形
或
は
満
洲
の
原
形
を
存

す
る
を
意
ふ
。
間
州
途
副
都
統
街
門
に
至
り
副
都
統
露
照
に
面
し
、
其
文
案
門
文
書

係
〕
春
を
見
て
政
務
を
問
ふ
。
帰
り
て
哨
飯
し
輿
京
卓
也
一
九
に
赴
く
。
協
領
街
門
に

至
土
人
を
得
て
導
と
馬
し
、
所
調
金
震

bn}観
て
蹄
る
。
夜
雨
あ
り
。
花

ω

ω

 

田
中
佐
部
下
の
特
別
任
務
一
行
中
萱
野
、
演
回
諸
人
に
禽
し
、
叉
中
牟
田
技
師

(
利
減
調
査
)
の
一
行
来
り
宿
ナ
る
に
合
す
。
諸
人
頗
る
酒
を
飲
む
。
雨
至
る
。

(
浴
湯
)

伺

士
百
朝
、
黒
岩
氏
の
一
行
葦
子
硲
に
向
て
援
す
。
午
後
雨
己
み
猶
曇
る
。

叉
輿
京
老
城
に
赴
童
、
更
に
田
駅
佑
宮
、
地
蔵
寺
を
概
て
蹄
る
。

十
三
日
雨
明
贋
る
。
十
時
馬
車
に
て
永
陵
を
設
す
。
(
中
牟
田
氏
の
一
行
も
亦

輿
京
に
向
て
設
す
)
夏
図
の
行
宮
を
観
る
。
残
破
甚
し
。
後
三
時
木
奇
に
宿
ナ
。

(
浴
湯
)

十
四
日

192 

十
時
、
馬
車
に
て
木
奇
を
裂
す
。
后
三
時
上
爽
河
に
達
ナ
。
山
田

司
令
官
に
面
ナ
。
(
浴
湯
)

十
五
日
九
時
上
爽
河
を
設
す
(
馬
車
)
。
腰
姑
に
至
り
大
島
軍
瞥
宿
す
る
所

の
家
主
、
同
%
羅
指
山
を
見
て
故
事
を
訪
ふ
。
康
瀬
通
謬
も
亦
至
る
。
居
る
ζ

と

二
時
間
に
ん
て
設
し
鍛
背
山
に
至
り
一
馬
倒
る
。
滅
子
後
に
歪
り
寧
よ
り
下
り

薩
爾
時
間
域
社
に
上
る
。
形
勝
の
地
な
り
。
六
時
管
盤
司
令
部
に
達
し
、
松
井
、

宮
村
ニ
遁
評
の
室
に
宿
す
。
(
浴
湯
)

十
六
日
経
便
餓
道
に
て
九
時
管
盤
を
援
す
。
路
重
車
前
行
甚
だ
還
し
。
下

掌
終
に
達
す
れ
ば
己
に
四
時
な
り
。
駆
使
鍬
道
の
台
車
設
す
る
能
は
歩
。
因
て

兵
結
支
部
に
馬
車
を
諮
ひ
て
之
を
得
た
り
。
南
北
旬
子
を
経
て
日
暮
る
。
小
柳

河
子
、
二
道
風
を
経
て
夜
七
時
撫
順
に
達
ナ
。
兵
姑
部
に
至
れ
ば
藤
井
副
官
云

く
、
十
四
日
軍
司
令
部
よ
り
電
報
あ
り
、
余
等
の
綜
跡
を
尋
ぬ
。
永
陵
丘
ハ
姑
部

に
電
報
し
て
之
を
問
へ
ば
、
則
ち
葦
子
硲
よ
り
城
山~
に
向
て
渡
せ
り
と
の
報
あ

り
と
。
且
つ
日
く
、
二
君
の
着
せ
る
ζ

と
を
箪
司
令
部
に
報
歩
べ
し
と
。
宿
舎

に
就
く
。
夜
宇
兵
姑
部
よ
り
軍
司
令
部
の
電
報
を
致
す
。
日
く
、

永
陵
方
面
巡
視
中
の
外
務
省
喝
託
法
率
土
内
藤
虎
次
郎
氏
は
、
小
村
全
権

大
使
の
顧
問
と
し
て
至
急
北
京
に
向
は
る
べ
き
筈
の
』庭
、
目
下
同
氏
の
所
在

不
明
に
付
若
し
貴
兵
姑
部
K
着
せ
ば
右
の
趣
御
侍
蕗
あ
り
た
し
と
。

十
七
日
火
車
に
格
ぜ
ん
と
し
て
火
車
姑
に
至
る
。
柴
田
博
陽
氏
に
遜
遁
す
。

上
倒

十
時
十
五
分
譲
す
。
午
後
三
時
奉
天
K
着
す
。
先
づ
宿
舎
K
幅
削
る
。
市
村
氏
等

巳
に
護
ナ
。
上
野
大
尉
、
高
田
少
尉
以
下
市
村
氏
が
居
り
し
室
に
在
り
。
余
等

は詰宿敵
国官
室
に
入
る
。
域
内
に
赴
き
古
川
少
佐
を
訪
ひ
、
明
後
十
九
日
北
京
K

赴
く
べ
き
こ
と
を
語
る
。
少
佐
、
放
券
、
其
他
の
事
に
つ
き
懇
切
に
、
遇
せ
ら
る
。

上
岡

正
金
銀
行
に
至
れ
ば
深
水
氏
も
亦
在
ら
歩
。
金
品
丹
を
銀
図
に
換
る
ζ

と
を
謀
る
。

行
員
事
甚
だ
諮
ひ
難
き
ζ

と
を
語
る
。
雑
貨
庖
K
物
を
購
て
蹄
る
。
夜
一
角
田
君

等
と
語
る
。
本
願
寺
に
歪
り
渡
浸
師
に
函
ナ
。
(
浴
湯
)
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十
八
日
(
午
前
大
里
氏
衛
兵
を
定
員
す
)
午
後
域
内
に
赴
き
途
に
越
図
鑑

-
Pて
行
李
を
競
る
。
因
て
卒
を
し

τ之
を
招
か
し
む
。
下
士
等
待
遇
甚
だ
懇
到

幅
四

を
訪
ふ
。
図
鑑
寧
政
署
指
定
の
放
館
一を
開
く
の
準
備
中
な
り
。
永
清
氏
亦
在

p
o

な
り
。
再
び
副
官
の
旨
と
稽
し
て
倉
庫
に
交
渉
し
叉
拒
ま
る
。
乃
ち
事
の
始
末

之
が
掌
極
的
た
り
と
云
ふ
。
古
川
少
佐
を
訪
ひ
放
行
許
可
設
を
得
、

更

に

換

銀

を

兵
錨
司
令
部
に
報
歩
。
司
令
官
二
人
を
招
き
来
ら
し
む
。
因

τ行
李
を
衛
兵

の
事
を
謀
る
。
少
佐
鈴
木
主
計
を
召
し
て
此
事
を
諮
ふ
。
(
大
星
氏
は
此
よ
り
直
所
に
託
し
て
司
令
部
に
赴
く
。
向
寝
具
を
携
ふ
。
重
く
し
て
汗
流
る
。
星
回
司

ち
に
車
姑
に
赴
き
放
努
、
便
乗
券
誇
求
の
手
績
を
慣
用
す
。
後
に
聞
く
、
粧
使
銭

令

官

待

遇

極

め
て
懇
切
な
り
。
談
叉
快
暢
な
り。

道
草
始
に
在
り
て
中
野
工
兵
少
尉
に
逢
ひ
甚
だ
便
宜
を
得
た
り
と
)
更
に
重
原
廿
日
新
司
令
官
二
台
車
を
傭
へ
て
二
人
を
し

τ往
か
し
む
。
九
時
四
銃ナ。

中
佐
に
叙
別
し
、
照
像
館
K
赴
き
田
村
氏
信
〕
現
象
の
事
を
託
ナ
。
(
永
清
氏
亦
十
一
時
新
民
府
に
着
ナ
。
原
田
通
課
、
井
戸
川
少
佐
の
命
を
以
て
来
り
迎
ふ
。

ω
 

在
り
)
軍
政
署
に
赴
き
小
山
中
佐
、
井
深
、
内
村
、
中
島
諸
君
に
僻
別
し
、
交
困
て
軍
政
署
宿
舎
に
投
歩
。
絵
本
菊
熊
、
長
谷
部
巌
(
少
尉
)
、
福
崎
遇
謬
等
に

渉
局
主
義
え
に
僻
別
し
、
更
に
正
金
銀
行
に
往
き
預
金
を
北
京
に
迭
る
函
ナ
。
大
里
氏
丹
羽
誌
を
訪
ふ
。
在
ら
歩
し
て
締
る
。

巴
に
し
て
場
否
。

こ
と
を
託
し
、
議
内
〕
四
卒
街
盆
泉
輿
に
在
り
て
大
星
氏
の
毛
皮
を
買
て
蹄
る
。

井
戸
川
少
佐
街
よ
り
締
り
晩
食
し
て
輿
に
談
歩。

少
佐
其
友
鬼
頭
玉
汝
来
り
て

夜
、
本
願
寺
に
赴
き
渡
海
君
に
物
を
託
し
、
締
り
て
行
李
を
整
ふ
。
波
法
君
至

此
地
に
在
り
、
久
し
く
余
を
仰
慕
す
る
を
以
て
叫
ぴ
来
る
べ
き
を
告
ぐ
。

鬼
頭

る

。

雨

あ

り

。

民

至

る

。

原

田

、

楢

雲

氏

と

同

じ

く

日

本

人

舎

に

至

る

。

幹

事

大

震

か

〔

奉

天

よ

り

北

京

へ

出

発

〕

面

す

。

構

内

口

察
検
あ
り
。
京
話
を
数
ふ
る
を
見
る
。
締
る
後
、
余
が
外
套
な

十
九
日
上
野
大
尉
、
噌
室
長
別
し
て
設
す
。
古
川
少
佐
馬
車
を
迭
さ
を
以
て
鬼
頭
要
衣
る
所
の
外
套
を
貸
さ
る
。

り
到
る
。
奉
新
聞
駆
使
畿
道
車
絡
に
至
り
中
野
少
尉
を
見
る
。
少
尉
余
等
を
緩
廿
一
日
此
日
よ
り
清
園
の
持
儀
に
従
ふ
。

長
谷
部
、

松
本
二
氏
と
同
じ
く

念
事
に
滞
喧
し
む
。
車
中
主
計
あ
り
。
興
に
語
〔
る
〕
。
コ

1
キ
タ
イ
証
旗
き
を
早
長
六
時
新
民
府
授
の
火
車
に
搭
歩
。
車
中
日
の
卒
野
よ
り
出
づ
る
を
見
る
。

経
て
老
没
に
至
る
。
機
関
損
じ
て
進
む
能
は
歩
。
主
計
自
ら
台
車
を
詩
求
し
、
一
奇
観
な
り
。

溝
帯
子
K
至
る
。
十
時
な
り
。
替
口
よ
り
来
る
列
車
に
乗
り
換

叉
余
等
の
盛
岡
に
井
せ
て
台
車
を
請
求
し
得
、
五
十
家
子
に
至
る
。
木
材
を
運
ぶ

ふ

。
此
よ
り
以
西
は
三
十
五
年

一
た
び
経
る
の
路
な
り
。
(錦
州
哨
飯
)
晩
六
時

台
車
に
便
乗
す
。
行
く
こ
と
甚
だ
遣
し
。
分
岐
黙
に
達
し
再
び
台
車
及
び

輪

卒

を

過

ぎ

山
海
闘
に
達
ナ
。
登
本
燦
館
に
宿
ナ
。

を
得
、
高
力
屯
兵
端
支
部
に
至
り
封
岸
の
事
を
問
ふ
。
要
領
を
得
占
y
。
遼
河
岸
に
廿
二
日
八
時
、
再
び
火
車
に
搭
じ
て
、
北
京
に
向
ふ
。

唐
山
に
て
駒
飯
ナ
。

岡

達
し
河
を
渡
る
。
(
天
己
に
暗
し
)
兵
姑
部
を
覚
む
。
人
あ
り
、
台
車
は
満
洲
倉
夜
七
時
北
京
前
門
に
遺
す
。
小
村
俊
三
郎
氏
来
り
迎
ふ
。
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

庫
の
管
す
る
所
な
る
を
語
る
。
乃
ち
倉
庫
に
至
る
。
村
岡
主
計
な
る
者
慢
言
を

投

歩

。

此

二
日
間
、
松
本
、
長
谷
部
二
君
の
好
意
を
受
く
る
と
と
甚
だ
多
し。

吐
き
患
に
し
て
興
に
語
る
べ
か
ら
歩
。
失
望
し
て
鋳
る
。
一
卒
あ
り
、
余
が
来
二
君
皆
特
別
任
務
中
の
人
。
然
る
に
温
醇
玉
の
如
し
。
岡
県
に
得
難
き
の
人
な
り
。

上
回

る
べ
き
こ
と
に
就
き
高
力
屯
司
令
部
に
新
民
屯
の
井
戸
川
少
佐
よ
り
電
話
あ
り
晩
飯
の
際
落
合
書
記
官
に
遜
遁
ナ
。
叉
瀬
川
領
事
に
遅
遅
ナ
。
食
後
、
山
座
政

上
刀

し
と
と
を
語
担
、
之
を
兵
姑
残
務
の
下
士
室
に
導
く
。
時
に
大
星
氏
河
岸
に
在
務
局
長
を
見
て
明
朝
曾
面
を
約
す
。

193 
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サ
三
日

〔
以
下
闘
〕

争
主ω越

捌
鎚
字
済
額
。
奉
天
の
骨
画
家
。
明
治
三
五
年
著
者
は
潟
回
以
師
前
田
氏
宅

に

τ越
氏
に
面
識
を
得
、
奉
天
滞
在
中
越
氏
宅

K
=一
泊
し
歎
待
を
受
け
た
。

(
再
滋
記
一

O
月
二
一
日
〉
ま
た
三
九
年
八
月

K
も
奉
天
で
舎
ぃ
、
四
五
年
五

月
に
は
永
祐
問
潟
崎
県
師
と
と
も
に
そ
の
遺
族
を
訪
れ
て
い
る
(
日
記
)

削
W

中
郁
夫
減
満
鍛
車
中
天
隊
の
東
方
一
墨
絵
に
あ
り
、
方
形
の
内
械
と
環
燃
の
外

城
の
ニ
震
の
城
廓
を
持
つ
。
内
城
内
に
井
字
般
の
大
街
絡
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
大
南
門
・
大
北
門
や
小
南
門
・
小
北
門
の
如
く
名
づ
け

b
れ
た
内
城
の
入

門
と
、
大
商
法
門

・
大
北
越
門
や
小
南
溢
門
・
小
北
没
門
の
如
く
規
則
的
に

名
づ
け
ら
れ
た
外
械
の
八
門
と
が
あ
る
。
そ
し
て
例
え
ば
大
前
門
と
大
南
港

門
の
中
間
を
大
南
湖
と
い
う
。
従
っ
て
小
西
脇
外
と
い
え
ば
小
西
門
と
小
西

法
門
と
の
聞
の
小
西
闘
の
外
側
卸
ち
小
西
港
門
の
外
側
の
あ
た
り
を
意
味
す

る
。
本
交
の
北
関
外
は
大
北
港
門
外
の
ζ

と
で
あ
ろ
う
。

同
小
山
秋
作
一
八
六
二

l
一
九
二
七
新
潟
勝
人
。

明
治
二
三
年
日
清
貿
易

研
究
所
創
立
の
際
、
川
よ
繰
六
参
謀
次
長
に
選
ば
れ
て
荒
尾
精
・
根
津
一
を

助
け
て
そ
の
級
傍
に
滋
っ
た
。
日
荷
役
K
研
究
所
卒
業
生
が
そ
の
本
来
の
目

的
K
反
し
て
出
鉱
さ
せ
ら
れ
る
の
を
見
て
慨
歎
し
、
自
ら
も
志
に
反
し
て
軍

務
K
従
っ
た
。
日
露
役
K
は
奉
天
占
領
後
そ
の
軍
政
委
員
と
な
フ
た
。
四
二

年
大
佐
を
以
て
激
備
役
、
の
ち
南
洋
で
ゴ
ム
閣
の
経
替
な
ど
を
や
っ
た
。
終

始
熱
心
な
日
支
提
携
論
者
だ
フ
た
(
回
顧
録
・
先
魔
記
体
v
。

川
向
井
深
彦
三
郎
一
八
六
六

l
一
九
一
六

編
曲
再
燃
人
。
荒
尾
崎
相
の
同
志
の

一

人
で
そ
の
帥
栄
養
堂
、
日
清
貿
易
研
究
所
に
参
典
。
日
清
役
に
は
陸
軍
通
課
を

志
願
、
日
幡
町
役
に
は
特
別
任
務
班
に
入
り
馬
賊
を
招
募
指
揮
し
、
任
彩
っ
て

総
司
令
部
附
の
遜
翠
官
と
し
て
佐
官
待
遇
を
う
け
た
。
験
後
奉
天
将
軍
越
爾

巽
の
瀬
問
と
な
る
。
の
ち
に
代
議
士
(
回
顧
録
・
先
受
記
俸
)
。
著
者
は
三
九

年

・
四
五
年
に
も
と
の
人
と
奉
天
で
往
骨
体
し
て
い
る
(
日
記
)
。

ω脇
島
安
正
一
八
五
ニ
l
一
九
一
九

億
州
松
本
の
人
。
明
治
十
九
年
印
皮

各
地
を
瓶
底
知
、
ニ
五
年
二
月
よ
り
忽
年
六
月
ま
で
ベ

ル
リ

γ
よ
り
間
半
騎
シ
ベ

リ
ア
北
浦
を
級

τ浦
塩
に
至
る
大
波
行
を
し
て

一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
日
清

役
後
に
も
西
軍
よ
り
印
度
支
那
に
至
る
大
放
行
を
し
た
。
日
銘
役
に
は
満
洲

軍
参
謀
。
の
ち
関
東
都
督
、
大
将
を
以
て
大
正
三
年
縁
側
役
、
男
僑

(
悶
願

脇
陣
・
先
魔
記
侍
)
。

帥
掌
印
達
制
蝋
寅
寺
は
蒙
古
削
減
に
麗
し
、
満
洲
の
勅
建
酬
明
瞬
寺
の
線
本
山
、

掌
印
遥
酬
明
臓
は
そ
の
座
、
王
の
格
競
で
翠
に
遠
別
噺
と
遁
輔
僻
さ
れ
る
ら
し
い
。

什
国
附
布
札
木
東
は
個
人
名
で
あ
ろ
う
。
爾
字
は
ま
た
鞠
字
に
作
る
〔
見
八
月

九
日
〕
。
因
み
に
貧
寺
の
名
は
屋
根
の
賞
瓦
に
よ
る
遁
稀
で
あ
る
。

州
w悲
天
会
一省
地
輿
圃
読
図
表
を
略
稀
し
た
も
の
。
王
志
修
撲
、
光
絡
二
十
年

刊
本
。

ω工
部
侍
郎
鍾
窓
清
史
稿
部
院
大
臣
年
表
十
の
工
部
侍
郎
に
そ
の
名
が
み
え

歩
、
一
方
盛
京
省
の
官
制
で
は
戸
鵡
兵
刑
工
の
五
都
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
待

郎
を
長
官
と
し
て
い
る
か
ら
、
本
文
の
工
部
待
郎
は
感
京
省
の
工
部
侍
郎
で

あ
ろ
う
。
鍾
窓
は
不
詳
。

州
開
隠
険
潟
刷
機
篤
農
帖
七
五
J
八

一
回
参
看
。
済
大
組
の
甲
曲
目
弓
矢
を
殺
す
。

制
再
渉
記
九
月
二
三
日
に
「
更
に
資
4
?
を
訪
ひ
、
閥
帝
廟
に
諮
り
、
一
一
信
と
話

し
明
日
満
蒙
ニ
械
を
観
る
と
と
を
約
す
」

二
四
日
に
「
咋
目
約
せ
し
併
に
導

か
れ

τ賀
寺
の
経
毅
一
に
曲
家
文
部
明
及
び
満
字
羨
経
を
見
る
」
と
あ
る
。

関
帝
廟
・
依
公
澗
は
い
や
ノ
れ
も
小
西
浅
門
外
、
策
中
一
寸
の
附
近
に
あ
る
。

帥
王
者
馨
字
蘭
亭
か
。
車
中
天
府
畢
敬
授
。
著
者
は
明
治
三
五
年

K
も
ζ

の
人
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に
曾
っ
て
い
る
(
再
滋
記
)
。

ω自
大
綱
嚇
掌
印
津
別
蛾
よ
り
下
位
の
稽
銃
ら
し
い
。
本
文
後
交
に
大
別
聯

と
略
稀
し

τい
る
の
は
こ
の
資
寺
後
模
の
自
大
劇
臓
を
指
し
て
い
る
と
恩
わ

れ
る
。
し
か
し
別
に
得
大
嚇
聯
と
い
う
の
も
あ
っ
て
著
者
は
再
滋
の
時
に
舎

っ
て
い
る
。
噺
臓
の
稽
放
に
つ
い
て
は
長
尾
雅
人
教
授
K
質
し
た
が
不
詳
。

帥
御
花
関
城
の
西
北
五
華
皇
、
北
陵
へ
の
途
中
に
あ
る
捌
勝
寺
、
本
名
長
寧

寺
。
清
初
供
御
之
園
也
と
あ
る
(
中
国
指
南
)
。
ζ

の
寺
K
は
西
呑
文
識
経
百

七
-
酬
が
あ
っ
た
(
誠
史
叢
鎌
ニ
八
ニ
)
。

仙
州
北
格
城
北
の
酬
明
暗
柳
寺
、
本
名
法
輪
島
寸
。
護
側
塔
(
一
名
北
塔
)
と
天
地
品
開

の
酬
明
耐
嚇
骨
守
媛
あ
り
(
鮮
満
支
案
内
)

ζ

ζ

に
著
者
の
探
し
求
め
て
い
た
満
文
，

議
経
の
残
飲
が
あ
っ
た
(
註
上

ω参
看
)
。

制
太
平
寺
資
寺
の
酋
隣
に
あ
り
。
こ
こ
に
は
よ
く
保
存
さ
れ
た
蒙
文
義
経
百

八
↓
酬
が
あ
っ
た
(
讃
史
叢
鍛
ニ
入
ニ
)
。

側
溝
太
宗
の
弓
矢
篤
国
民
帖
七
ニ
画
。

制
発
奈
落
選
府
軍
乙
の
年
の
警
暦
四
月
よ
り
六
月
ま
で
盛
京
在
任
(
清
史
稿

碩
匡
年
表
一
二
)
。

ζ

の
時
の
有
様
は
宙
局
員
帖
八
三
岡

K
あ
る
。

同
開
永
請
文
治
郎
一
八
六
九
J
一
九
二
九
長
崎
市
の
人
。
明
治
三
三
年
波
満
、

時
蹄
闘
将
校
と
奉
天
で
潟
巽
館
を
開
く
。
満
洲
で
ζ

の
筒
賀
の
草
分
け
だ
っ
た
。

日
係
役
中
一
時
天
湾
に
避
け
た
が
奉
天
陥
洛
と
同
時
に
引
返
し
た
(
先
魔
記

侍
・
回
顧
鍬
)
。
四
五
年
K
は
著
者
の
骨
局
員
撮
影
を
手
侍
っ
た
(
日
記
)
。

M
W
内
村
邦
破
三
九
年
八
月

K
も
出
品
天
で
曾
フ
た
(
日
記
)
。

中
島
比
多
吉
前
出
(
七
月
三
十
日
)
不
詳
。

大
原
信
松
本
の
人
。
南
京
同
文
書
院
を
明
治
三
七
年
卒
、
川
島
浪
速
の
北

京
務
務
事
堂
数
轡
を
経
て
奉
天
に
赴
く
。
の
ち
同
文
書
院
教
授
と
な
る
(
先

提
記
体
・
回
顧
鍛
)
。
以
よ
三
人
質
時
い
デ
れ
も
通
議
。

側
一
奉
天
義
経
略
解
題
目
路
四
ニ

J
四
六
頁
に
牧
む
。
讃
史
叢
鎌
二
七
九
J
ニ

八
三
頁
に
牧
む
る
も
の
は
訂
正
し
た
交
で
あ
る
。

側
三
原
辰
次
一
八
六
八

t
一九一一一

O

庖
児
島
勝
人
。
明
治
=
一
二
年
陸
大
卒
、

三
八
年
六
月
満
洲
軍
参
謀
、
大
山
一
冗
帥
の
副
官
で
あ
っ
た
。
大
正
九
年
中
勝

を
以
て
待
命
(
回
顧
録
)
。

掛
跳
打
骨
崎
同
県
帖
八
二
園
。
解
説
に
固
く
「
酬
明
臓
に
跳
打
と
稀
ナ
る
宗
教
劇
あ

り
。
毎
年
一
月
及
び
四
月
に
拳
行
ナ
L

M
W
東
陵
ま
た
繭
陵
と
も
い
い
清
太
施
を
葬
る
。
車
中
天
城
の
東
方
三
里
品
開
に
あ

り
。
潟
虞
帖
五
七
J
六
三
問
。

制
西
塔
本
名
延
薄
寺
。
城
の
西
方
、
新
市
街
の
北
端
に
あ
る
酬
明
勝
中
一
寸
。
潟
民

帖
八
五
図
。

鈎
清
居
間
卓
す
ま
た
税
葬
品
す
と
も
い
う
。
回
数
寺
院
で
東
・
南
・
北
三
寺
あ
り
、

と
も
K
M灯
城
内
小
西
闘
に
あ
る
。
第
国
民
帖
九
三

J
九
六
園
。

M
W
堂
子
第
田
県
帖
五
一
、
t
五
六
因
。
解
説
に
日
く
「
闘
初
天
紳
を
d

把
る
所
に
し

て
幽
に
大
事
あ
る
時
常
に
参
錆
然
記
せ
り
」

制
望
月
貨
太
郎
一
八
七
三

i
?
庚
島
勝
人
。
明
治
三
二
年
浦
塩
よ
り
悲
天

に
入
り
、
義
兄
永
昌
同
位
崎
国
民
師
と
と
も

K
奉
天
邦
人
の
草
分
け
で
あ
っ
た
。
日

露
役
に
は
陸
軍
遁
謬
と
し
て
第
一
軍
に
従
軍
、
剛
明
後
出
山
繭
銀
波
を
開
い
て
閥

替
を
位
百
む
(
回
顧
鍛
)
。
回
顧
録
で
は
伏
せ
て
あ
る
が
貨
は
娼
家
を
以
て
業
を

興
し
た
人
で
、
著
者
が
三
五
年
九
月

K
一
一
泊
を
乞
う
た
「
娼
家
望
月
氏
L

(

再

説
記
)
の
ζ

と
で
あ
ろ
う
。

紬
判
薦
議
寺
小
西
門
外
に
あ
り
0

・
湾
民
帖
九
二
闘
に
問
う
「
悲
天
第
一
流
の

E

剰
な
り
。
但
今
道
槻
と
混
滑
せ
る
も
の
の
如
し
」
明
清
二
療
に
つ
い
て
は
日

時
四
五
、
六
頁
参
看
。

崎
明
大
清
宮
小
西
門
外
、
商
事
時
寺
の
西
北
隣
に
あ
る
準
額
。
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帥
白
勝
寺
小
北
門
外
、
伽
藍
な
く
八
角
十
一
回
腐
り
疎
塔
が
あ
る
。
本
名
崇
議

寺
(
鮮
潟
支
案
内
)
。

帥
楊
文
瑞
明
治
四
五
年
に
は
著
者
の
た
め
に
種
々
斡
旋
し
て
い
る
(
日
記
)
。

倒
孫
孫
綴
字
幼
数
、
減
石
安
。
宿
字
本
文
靖
に
作
る
は
談
。
稿
建
稿
州
の
人
。

場
人
。
光
緒
三
一
年
(
明
治
三
ん
)
奉
天
交
渉
局
総
緋
と
な
る
。
民
閣
元
年

悲
天
交
渉
使
(
現
代
支
那
人
名
鍛
)
。
著
者
は
明
治
四
五
年
五
月
に
も
合
っ
て

LR
り
、
ま
た
同
年
四
月
に
は
た
め
に
「
書
孫
幼
教
蒜
言
新
後
」
(
賓
左
重
文
所

牧
)
の
一
交
を
撰
し
、
係
氏
の
ζ

の
時
の
事
務
彪
理
の
事
を
記
し
て
そ
の
人

柄
を
貨
め
て
い
る
。

帥
小
越
卒
陸
一
八
六
六

J
一
九
二
九
時
仙
北
浜
。
新
潟
豚
人
。
明
治
二
六
年

以
来
殆
ん
と
中
閥
全
土
を
徒
歩
で
探
険
視
察
し
、
そ
の
足
跡
は
二
十
高
率
里

に
上
っ
た
と
い
う
。
日
露
役
に
は
通
謬
と
な
っ
て
従
軍
し
た
(
先
提
記
傍
・

図
願
鍛
)
(
己
亥
記
略
⑧
)

帥
朝
刊
鳳
鈎
潟
鼠
帖
一
五

J
ニ
一
、
=
一
五
闘
。
五
般
比
例
文
鑑
(
明
治
四
五
年
金

品
川
骨
局
員
ナ
、
五
千
三
百
枚
)
・
満
曲
第
漢
文
家
古
源
流
説
び
に
古
銭
百
件
が
あ
っ

た。

伺
飛
龍
閣
官
ザ
民
帖
ニ
ニ

J
三

O
閥
清
朝
歴
代
皇
帝
の
武
具
、
古
銅
器
八
七

O
品
開
件
(
酋
滞
緩
鑑
所
載
)
等
あ
り
。

大
廟
潟
国
民
帖
一

0
1
一
四
問
。
臨
世
代
帝
后
玉
早
川
等
。

倒
祭
政
殿
審
民
一
帖
=
了
五
闘
。

鳳
風
機

E

福
田
県
帖
六
回
。

敬
典
閤
潟
農
帖
三
一
、
f
三
三
闘
。
行
策
国
三
四

J
一
一
一
九
闘
。
玉
牒
は
即
ち

清
朝
帝
室
の
系
図
で
あ
る
。
十
年
に
一
度
A
Y
つ
作
っ
て
北
京
と
奉
天
に
納
め

た
(
紡
害
談
)
。

例
制
山
由
示
談
閣
篤
慎
帖
四

o
l四
五
闘
。
貫
録
・
裏
側
・
消
文
老
機
〈
明
治
四
五

年
一
八

O
珊
全
部
第
長
ナ
。
官
局
長
四
千
三
百
枚
)
賞
品
略
戦
闘
(
給
入
り
の
満

蒙
漢
文
災
地
階
、
こ
れ
は
そ
の
史
料
的
慣
値
に
も
拘
わ
ら
歩
毎
回
民
し
得
な
か
っ

た
l
訪
宮
田
談
)
漢
文
啓
治
(
朝
鮮
凶
水
害
此
さ
が
あ
っ
た
。

清
寧
官
官
崎
由
民
帖
七
闘
。
大
宗
骨
同
時
は
正
察
、
の
ち
に
祭
神
の
彪
と
な
る

(
解
説
)
。

倒
文
柚
開
閉
篤
岡
県
川
四
六

J
五

O
問
。
目
路
所
牧
「
文
州
閣
の
四
康
会
書
」
参

肴。
ω伊
東
忠
太
一
八
六
七
J
?

警
米
海
務
の
人
。
明
治
二
五
年
東
大
工
科
卒
。

日
本
建
築
・
中
闘
建
築
を
研
究
ナ
内
三
八
年
六
月
よ
り
東
大
工
科
造
家
屋
'
教

授
と
・
な
る
。
東
大
の
米
天
調
査
の
議
は
先
、
ヂ
工
科
の
建
築
調
査
か
ら
起
っ
た

と
と
本
文
宵
頭
に
あ
り
。
(
見
補
②
)

附
大
政
股
潟
国
民
帖
て
二
闘
。

帥
文
腐
丁

Mm
仲
一
存
仲
秋
の
よ
了
の
日
に
舞
融
市
を
奏
し
て
先
資
先
師
を
祭
る
。

九
月
完
日
が
嘗
謄
八
月
七
日
了
釆
に
笛
り
仲
秋
上
丁
目
に
な
る
。
文
時
明
は
内

城
東
南
刷
用
の
唱
躍
に
あ
る
(
感
京
通
志
京
城
悶
)
。

同
火
神
腐

-mm紳
聯
俗
信
の
繍
だ
か
ら
詩
集
内
や
地
闘
に
は
見
笛
ら
な
い
が
、

承
徳
勝
志
室
園
(
宣
続
二
年
石
印
)
第
九
類
宗
教
志
「繭
字
」
附
に
は
こ
れ
ら
の

名
が
み
え
、
問
勝
門
(
大
北
門
)
外
K
あ
り
と
あ
る
。

側
三
賢
洞
小
西
漣
門
外
の
依
公
洞
帥
仰
の
隣
。
三
賢
は
清
朝
の
文
群
・
都
鳳
(
阿
・

祭
賞
を
指
ナ
(
承
徳
師
腕
志
警
)
。

川
開
城
陸
蹴
内
城
内
、
宮
殿
の
北
、
四
平
街
に
あ
り
。
承
徳
田
肺
志
警
に
「
浦
西
濃

陽
城
陸
(
ほ
り
)
鞠
也
。
自
明
有
元
代
至
正
年
碑
:
・
:
・
」
と
あ
る
。

側
中
久
喜
信
周
一
八
七
六

J
一
九
一
五
埼
玉
懸
人
。
新
聞
記
者
。
明
治
ニ

九
年
よ
り
三
二
年
ま
で
台
湾
総
督
府
の
通
謀
官
、
台
湾
の
新
聞
に
寄
稿
(
著

者
は
=
一

O
年
主
月
よ
り
約
一
年
台
湾
に
あ
り
)
、
=
一
五
年
信
濃
日
報
主
筆
、
日
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居
時
役
に
は
陸
軍
遁
謀
。
三
九
年
漢
口
に
赴
き
蔦
朝
報
遁
信
員
(
回
顧
録
・
先

畳
一
関
俸
)
。

川
明
昭
陵
城
の
北
方
一
塁
像
。
北
陵
と
も
い
う
。
清
太
宗
の
陵
。

制
撫
順
線
撫
順
終
着
嫁
は
浬
河
南
岸
V

件
、
撫
順
城
(
潟
田
県
帖
九
七
、
九
八
回
)

は
北
岸
に
あ
る
。
撫
順
新
市
街
及
び
輝
は
鯵
天
視
の
茨
屠
登
掘
伸
展

K
伶
い

の
ち
に
移
縛
し
て
お
り
、
四
時
は
数
回
移
さ
れ
た

b
し
く
案
内
警
は
年
代
の
異

る
と
と
に
李
石
築
疎
か
ら
の
哩
程
を
異
に
し
て
い
る
。

車
中
天
撫
順
聞
の
四
時
は
の
ち
に
奉
天
寄
り
に
撫
安
(
検
街
台
)
、
狐
家
子
の
二
腸

を
婚
し
た
。
木
文
仙
合
案
と
あ
る
は
千
金
集
の
と
と
で
あ
ろ
う
。
千
金
察
蜂

は
一
時
撫
順
線
終
着
閣
時
名
と
な
っ
た
ζ

と
が
あ
っ
た
。
撫
順
線
は
露
人
が
急

設
し
た
も
の
で
明
治
三
六
年
の
陸
地
測
量
部
地
固
に
は
入
っ
て
い
・
な
い
。
明

治
四

O
年
よ
り
漏
織
が
改
修
し
た
。

制
撫
順
永
陵
聞
の
扮
邑
名
本
文
の
宿
泊
地
で
あ
る
下
章
黛
・
瞥
盤
・
上
爽
河
・

木
脊
は
も
と
よ
り
地
周
K
容
易
に
見
出
し
得
た
が
そ
の
他
の
小
邑
は
数
種
の

古
地
闘
を
併
費
し
て
は
じ
め
て
ほ
ほ
之
を
遁
跡
し
得
た
。
小
屯
邑
の
常
と
し

て
異
字
に
作
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
調
べ
得
た
も
の
は
併
記
す
る
。
最
も
多

く
の
邑
名
を
得
た
の
は
古
い
銅
版
地
図
だ
が
そ
の
製
作
年
代
は
い
ま
未
詳
。

呑
競
は
撫
順
よ
り
の
順
路
を
、
*
は
地
図
K
-な
い
も
の
を
示
ナ
。

①
二
遁
田
町

川

①
小
柳
河
子
(
下
柳
林
河
)

①

本

南

北

旬

子

①

下

章

常

鼎

こ

泊

)

①

本

土

日

子

①

石

門

築

①
一
門
葉
(
劉
馬
始
)

①
晶
画
盤
(
一
泊
)
の
ち
の
渚
海
線
は
乙
こ
を
遁
る

①
城
子
後

@
銭
背
山
(
|
貝

l
)
潟
虞
帖
一

O
三
岡
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サ
ル
ホ
山
と
相
叫
到
す

@
千
馬
河

@
古
模
(
鼓

l
、
鼓
|
子
)
宮
崎
巽
帖
一

O
五
回

⑬
下
爽
河
潟
虞
帖
一

O
六
回

@
腰
誠

@
よ
爽
河
(
一

一泊
)
第
異
帖
一

O
七
岡

⑧
貧
土
嘩
骨
子
(
黄
土
出
問
)

@
国
均
児
教
嶺
骨
持
層
持
帖
一

O
八

t
一一

O
圃

⑬
馬
見
激
(
|
爾

l
、
-
蓮
敬
)

⑬
木
奇
(
|
費
)
(
一
泊
)
篤
農
帖
一
一
一
圃

⑫

本

東

描

@

小

洛

@

和

隆

⑧

四

道

旬

(

|

|

溝

)

⑧
楊
家
台
(
羊
家

l
、
羊
祭
|
)

⑧
夏
閣
(
下
|
)
法
皇
帝
が
永
陵
へ
詣
る
た
め
の
行
宮
あ
り

0

・
第
虞
帖
一

一
二
回

⑧
興
隆
街
永
陵
市
衝
に
隣
接
す
る
町
な
り

@

永

陵

潟

民
帖
一
一
一
一
一
直

こ
の
道
は
清
の
諸
帝
の
東
巡
の
遁
だ
っ
た
(
園
周
一
亀
「
清
朝
皇
帝
東
巡
の

研
究
」
)
。
ま
た
「
満
洲
歴
史
地
理
」
二
巻
稲
葉
君
山
「
清
初
の
頚
城
」
の
矯
中

K
、
清
太
胞
質
録
や
虚
京
遁
志
に
見
え
る
減
案
名
と
近
時
の
地
名
と
の
詳
し

い
比
定
を
し
て
い
る
(
本
文
の
地
名
に
つ
い

τは
五
九
六
頁
以
下
参
肴
)
。

州
側
麓
爾
爵
山
香
碑
潟
虞
帖
一

O
四
国

制
問
松
井
小
右
衛
門
一
入
八
一

i
一
九
=
二
長
崎
勝
人
。
明
治
三
七
年
同
文

書
院
卒
、
日
露
役
に
は
鳳
瓜
城
・
永
陵
・
管
盤
等
に
勤
務
。
の
ち
奉
天
で
松

茂
公
司
を
創
め
撫
順
炭
の
販
寅
で
成
功
し
た
(
回
顧
録
)
。

M
W
永
陵
品
川
靭
の
始
祖
四
人
(
畿
飽
・
脱
(租
・
且
用
組
・
願
楓
)
を
純
る
。
潟
輿
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帖
一

O
四
J
一
一
入
園
。

倒
飢
(
京
老
妓
永
陵
市
街
東
方
ニ
粁
僚
に
あ
り
。
は
同
大
砲
以
前
よ
り
の
居
滅
。

二
重
の
土
壁
で
掴
む
。
篤
民
帖
一
一
九
J
一
二
四
幽
。
戸
田
茂
喜
「
赫
岡
阿

投
城
構
成
の
素
描
」
参
看
。

金
畿
版
社
清
太
租
の
居
社
。
一
字
を
存
せ
ざ
る
も
土
人
は
な
お
甜
僻
し
て
金

鯵
般
と
い
う
と
。
第
鼠
帖
一
二
一
一
一
図
。

倒
花
田
仲
之
助
一
八
六

0
1
9

鹿
児
島
豚
人
。
明
治
一
六
年
隆
士
卒
、
ニ

九
年
川
上
多
謀
総
長
の
命
で
倫
侶
に
な
フ
て
シ
ベ

P
ア
各
地
を
偵
察
し
て
歩

い
た
。
一
ニ
七
年
六
月
有
名
な
満
洲
義
軍
を
作
つ

τ特
別
任
務
に
つ
き
三
八
年

一
O
月
解
散
し
た
。
職
後
は
報
徳
舎
を
創
っ
た
(
績
回
顧
録
)
。

制
萱
野
長
知
一
八
七
=
一

J
?

高
知
豚
人
。
日
清
役
後
孫
文
の
革
命
運
動
を

助
け
た
。
日
館
役
に
は
満
洲
義
軍
に
参
加
し
た
が
、
職
後
ま
た
孫
文
を
助
け

て
大
正
一
三
年
に
至
っ
た
。
著
に
「
中
華
民
幽
革
命
秘
笈
」
が
あ
る
(
績
回

顧
録
)
。

演
同
純
一
一
八
八
三

J
一
九
四
ニ
以
後
和
歌
山
勝
人
。
北
済
事
蝿
慨
に
陵

字
通
諜
、
事
務
後
済
南
の
済
魯
書
院
に
皐
ぷ
。
満
洲
義
軍

K
参
加
し
た
が
、

義
軍
解
散
後
は
蒙
古
事
情
の
調
査
に
従
い
、
「
蒙
古
地
誌
」
三
巻
を
著
わ
し
た

(
「
満
洲
義
軍
」
昭
和
一
七
年
刊
)
。

倒
華
子
谷
永
陵
の
西
南
南
五
十
粁
品
開
に
あ
り
。

倒
瓢
佑
宮
興
京
老
城
東
方
十
町
に
あ
る
道
掘
削
。
寓
員
帖
一
二
五
周
6

地
被
占
一
寸
.
歎
佑
宮
の
傍
に
あ
り
。
潟
岡
県
帖
一
ニ
六
園
。

的
薩
爾
幣
域
社
潟
民
的
九
九

l
一
O
二
闘
。
サ
ル
ホ
山
の
織
に
つ
い
て
は
積

業
君
山
「
山
首
胡
相
会
史
」
ム
一
六
一
頁
以
下
、
サ
ル
ホ
減
に
つ
い
て
は
「
満
洲

歴
史
地
理
」
ニ
各
六

O
六
頁
参
看
。

同
開
威
厳
葦
子
谷
@
南
方
約
二
五
粁
に
あ
り
。

側
一
承
新
聞
軽
便
銭
遁
日
露
職
役
中
日
本
震
が
奉
天
新
民
屯
聞
に
敷
設
し
た
侠

軌
餓
道
。
明
治
四
一
年
清
閣
に
引
渡
後
股
軌
に
改
修
さ
れ
京
車
中
銭
選
と
な
っ

た
(
「
支
那
の
銭
道
」
大
正
七
年
刊
)
。

制
品
唱
法

ζ

の
地
名
は
稲
葉
君
山
氏
が
現
代
漫
婚
の
位
置
を
考
護
ナ
る
際
、
撫

順
東
方
の
閥
口
と
M
V

う
地
名
な
と
と
と
も
に
そ
の
手
が
か
り
と
し
た
も
の
で

あ
る
(
満
洲
懸
史
地
理
二
「
現
代
遼
東
の
漫
騎
」
)
。

制
松
本
菊
熊
一
八
七
四
J
一
九
二

O

鹿
児
島
豚
人
。
北
清
事
務
の
時
北
京

に
赴
き
川
島
浪
速
と
知
り
そ
の
片
腕
と
な
っ
た
。
日
帰
路
役
に
は
山
海
開
方
面

で
特
別
任
務
に
従
事
し
た
。
戦
後
も
川
島
を
助
け
て
粛
親
王
の
満
世
界
濁
立
運

動
に
参
劃
し
た
(
先
受
記
惇
・
回
顧
録
)
。

嗣
刷
槍
崎
通
謬
奈
良
崎
八
郎
の
誤
記
か
。
一
八
六
五
J
一
九

O
七
稿
岡
豚
人
。

日
露
役
に
満
洲
義
軍
井
戸
川
斑
に
参
加
(
績
回
顧
録
)
。

帥
鬼
頭
玉
汝
一
八
六
六

l
一
九
一
二
新
潟
豚
人
。
明
治
二
三
年
東
大
法
科

卒
、
排
護
士
に
な
る
。
日
露
役
K
は
特
別
任
務
を
帯
び
て
大
連
方
面
で
働
い

た
。
四
二
年
満
洲
日
日
新
聞
旅
順
支
局
長
、
大
正
三
年
車
円
島
新
報
を
創
刊
す

(
先
魔
記
俸
・
回
顧
録
)
。

制
大
田
原
日
露
役
中
、
中
島
民
維
の
順
天
時
報
に
あ
り
、
明
治
三
八
年
四
月

満
洲
に
渡
り
兵
捕
部
の
漣
織
事
業
に
従
事
し
た
太
田
原
総
次
(
一
八
七
七
J

一
九

O
九
)
の
ζ

と
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
(
回
顧
録
)
。

制
小
村
俊
三
郎
一
八
七

0
1
一
九
三
三
宮
崎
勝
飲
胞
の
人
。
小
村
審
太
郎

の
再
従
兄
。
日
露
役
前
北
京
公
使
館
の
通
謀
生
と
な
っ
た
が
、
一
時
跨
闘
を

命
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
番
太
郎
に
随
っ
て
北
京
に
特
汲
さ
れ
た
。
即
ち
本
文
の

時
期
に
嘗
る
。
の
ち
支
那
遁
と
し
て
諸
新
聞
外
交
時
報
等
に
寄
稿
し
た
(
先

筆
記
俸
・
回
顧
録
)
C

著
者
は
明
治
三
二
年
に
も
ζ

の
人
に
曾
っ
て
い
る
(
己

亥
記
略
)
。
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来
詳
人
名
一
覧

人
名
の
下
の
数
字
は
本
文
中
初
見
の
月
・
日
で
あ
る
。
検
索
の
便
宜
の
た
め

に
月
日
と
頁
数
と
の
関
係
を
示
ナ
表
を
掲
げ
て
お
く
。

(

頁

)

(

月

・

日

)

(

月

・
日
)

上

六

九

自

四

・

一

至

四

・

二

五

上
七

O

四

・

二

五

五

・

一

二

上

七

一

五

・

一

二

七

・

二

上

七

二

七

・

三

七

・

一

二

上

七

三

七

・

二

=

七

・

二

O

上

七

四

七

・

二

O

七
・
二

五

上

七

五

七

・

ニ

六

七

・

二

八

下
八

O

七
・
二
九

下

八

一

七

・

二

九

下

八

二

八

・

六

下

八

三

八

・

一

六

下
八

四

八

・
ニ

七

下

八

五

九

・
七

下

八

六

一

0
・
九

下

八

七

一

0
・
一
八

199 

ご
般
邦
人
〕

片
野
重
久

奥
岡
義
人

問
中
・
中
原

今
井

・
開

四
・
二
四

四
・
ニ
四

六

・一

四
(
名
古
屋
で
合
食
)

六

・
ニ
九

(
大
阪
)

八
・
五

八
・
一

六

八

・
二

七

九
・
七

一0
・
九

一
0
・一

七

一
0
・
ニ
二

有

国

七

・

ニ

(

貸

島

)

尾
形
作

士

ロ

七

・

二

(
庚
島
)

内

田

容

道

師

七

・

一一

(
大
濯
、
本
願
寺
)

川
村
十
二
郎

七

・
一
一

(
大
連
)

国
一
…
津
寅
二
郎
七

・
一
五

(
大
内
嵩
円
融
明
書
生
)

島

野

正

三

郎

七

・
二
ニ

(
管
口
)

盟

問

海

諸

吉

七

・

二

三

(

笹
口
紗
関
長
)

宮
井
治
一

七
・
二
五

(笹
口
)

中

島

民

雄

七

・

二

五

(

上

海

)

議
内
正
太
郎
七
・
二
五
(
管
口
、
新
聞
人
)

中
少
路
品
相
次
郎
七
・
二
六
(
曲
目
口
)

野
間
五
造

七
・
ニ

六
(

M

H

)

中
村
元
太
郎

七
・
二
六
(

H

)

西

野

通

七

・
二
六
(

η

)

原
閉

鎖

七

・

二
六
(

H

)

岡

島

潔

丸

七

・
二
六
(

H

)

椛
太

七
・
二

六
(

H

)

上

遠

野

栄

七

・
二

六
(

η

)

篠
田

祭

一

七

・

二

八

(

大

石

橋
)

以
上
前
放
、
以
下
本
放

中
島
比
多
吉

七
・
三

O
(遁
諜
、
於
奉
天
)

内
村
邦
裁

八
・
二
ニ

(
H

、
H
H

)

川
上
貞

億

八

・
四

(
奉
天
、

西
本
願
寺
)

本
間
窓
隆

八
・
七

(車中天
、
本
願
寺
)

龍
江
義
信

八
・
八
(
奉
天
、
本
願
寺
，
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中
一
寸
本
泰
出
版

宮
村
通
謀

帥
帝
国
博
陽

落
合
書
記
官

〔
軍
人
〕

山
田
司
令
官
七
・
一
一
(
大
連
)

大
和
田
少
尉
七
・
一
三
(
旅
順
)

以
上
前
鋭
、
以
下
本
銃

古
川
兼
太
郎
少
佐
七
・
ニ
九
(
総
司
令
部
制
官
)

上
野
九
一
大
尉
七
・
三

O
(奉
天
)

高
岡
又
助
少
尉
八
・
ニ
(

H

)

森

中

尉

八

・

三

(

奉

天

)

丹

羽

判

中

尉

八

・

八

(

H

)

麓
原
少
佐
八
・
一
三
(
彩
夫
、
叉
作
中
佐
)

藤

井

則

官

一

0
・
五
(
撫
順
)

長
谷
部
般
市
ザ
尉
一

0
・
ニ

O
(新
民
屯
)

〔
中
闘
人
〕

郭
維
界

閣
時
樹
齢
制

鍾
霊

多
文

泉
廉
沼

掌
紀
維

図
鴻

朱
成
事

200 

一
0
・
五
(
於
下
事
録
、
本
願
寺
)

一0
・
七
(
傍
盤
)

一
0
・
一
七

(
於
撫
順
燦
)

一
0
・
ニ
一
(
北
京
)

倫
文
彬

盤
照

闘
究
続
出
血
示
山

一
0
・
九
(
馬
児
教
山
腐
の
信
)

一
0
・
一
一
(
永
陵
副
総
統
)

一
0
・
一
五

(
腰
姑
の
人
)

(
一
九
五
七
・
七
・
一
七
)

補
一
詰ω波

遁
哲
乗
庚
島
豚
人
。
西
本
願
寺
俗
侶
。
明
治
三
一
年
本
願
寺
清
凶
留
摩

生
。
三
二
年
度
門
に
入
り
清
人

K
布
教
。
叉
滅
夏
書
院
を
創
設
。
三
五
年
法

主
の
命
に
て
香
港
よ
り
縞
旬
・
雲
南
・
四
川
・
甘
粛
を
瀞
出
血
後
西
安
に
滞
在

一
年
。
三
八
年
一
月
よ
り
従
軍
布
教
使
と
し
て
遼
陽
・
奉
天
に
在
り
。
共
後

も
三
九
年
に
西
安
、
四
四
年
に
上
海
・
南
京
に
開
教
伎
と
し
て
駐
在
ナ
(
著

者
文
庫
媛
、
明
治
四
五
年
の
本
人
履
歴
書
)

ω伊
東
忠
太
氏
の
ζ

の
次
の
調
査
報
告
(
奉
天
・
興
京
等
)
は
東
洋
事
術
協
曾

調
査
部
事
術
報
告
-
(
一
九

O
九
年
)
所
牧
「
満
洲
の
品
開
寺
建
築
一
」
。
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七
・
二
九
(
字
披
臣
、
奉
天
)

八
・
三
(
於
奉
天
)

八
-
四
(
盛
京
工
部
待
郎
)

八
・
一
八
(
虚
京
副
総
統
)

八
・
ニ
六
(
車
中
天
)

九
・
=
一
(
奉
天
宮
殿
吏
)

九
・
三
(

H

)

九-一一一
(

η

)

前
号
補
釘

一

、塚
本
靖
(
六
九
頁
下
段
七
行
)
〔
〕
内
の
?
は
不
要
。

利
回
首
同
士
ロ
(
七
一
頁
よ
段
五
行
)
〔
〕
内
を
東
大
岡
書
館
長
と
訂
正
。

島
問
乾
之
介
(
七
二
頁
上
段
末
二
行
)
明
治
前
字
、
品
開
数
奥
陵
に
努
診
た
居

士
、
島
問
藩
根
(
明
治
縮
刷
療
経
を
刊
行
)
の
息
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

著
者
が
明
治
二
十
年
代
「
明
敬
新
露
」
編
緯
に
従
っ
た
頃
蕃
根
に
出
入
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
(
以
上
三
項
神
田
喜
一
郎
氏
の
御
敬
一
京
に
よ
る
)

ご
九
五
七
・
八
・
二
三
)

附
犯
よ
記
御
敬
一
京
を
賜
わ
っ
た
神
図
博
士
及
び
現
如
上
人
俸
等
を
貸
間
関
さ

れ
た
長
尾
幾
人
氏
に
謹
ん
で
謝
意
を
表
し
た
い
。
〈
繍
者
)




